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研究成果の概要 

 動原体は、その構成因子がほぼ明らかになり、その因子がどのように集合して巨大複合体を形成

するのか? また、動原体がいかにして染色体分配を達成させるのか? と言う問いに答える研究が

今後の中心になると予想している。深川らは、動原体構造が安定なものではなく、細胞周期の進行

とともにダイナミックに構造変化を遂げることを提唱しているが、それに関する分子機構や染色体分

配機能との関連は、不明な点も多い。そこで、本研究では、1) どのような構造変化が起きるのか? 

2) この構造変化を制御する分子機構は何か?  3) 構造変化と染色体分配機能との関連の詳細

は? の問いに答える研究を行っている。2022年度は、深川グループが、動原体内での結合タンパ

ク質ネットワークの変化を調べた。定説では、CENP-C タンパク質が動原体内のクロマチンである

CENP-A ヌクレオソームと結合すると言われていたが、間期では CENP-C と CENP-A ヌクレオソー

ムが結合しないことが明らかになった。ニワトリ細胞では、CENP-C の代わりに KNL2 というタンパ

ク質が間期に結合することを明らかにし、KNL2が CENP-A ヌクレオソームと結合した構造をクライ

オ EMで明らかにした。3箇所の結合サイトを特定し、それぞれのサイトの変異で染色体分配異常

が起きることを示した。また、KNL2 と CENP-A ヌクレオソームの結合は、M期ではおこらないこと

も明らかにした。広田グループとは、超解像顕微鏡観察や、ライブイメーシングに関して共同体制

ができ、CENP-A クロマチンを高精度に可視化する成果が得られた。鐘巻グループは、改良型

AIDシステムに対して、他のシステムとの比較を行い、有効性を確認した。また動物個体で改良型

AIDシステムの構築を行なっている。 
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